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101　　　　20i　Tl　－Ch1　or　ideによる甲状腺腫瘍の診断的

価値の検討

　　　　信州大学第2外科
　　　　　　○千賀　脩，宮川　信，代田広志，

　　　　　　岩浅武彦，牧内正夫，降旗力男

　　　　信州大学中央放射線科

　　　　　　矢野今朝人，滝沢正臣

　20’　TlIShlor　ide（20i　Tl－C1）は最初心筋スキャン

用試薬として開発されたが，種々の悪性腫瘍にも集積

することが発見され，甲状腺腫瘍に対しても応用され

るようになった。最近われわれは201T1－C1を用いて甲

状腺腫瘍のシンチグラフイを施行し，腫瘍の質的診断

について一応の見解を得たので報告する。

　方法：aOIT1－Clシンチグラフィを施行した甲状腺腫

瘍46例のうち，組織診断の確定した甲状腺癌7例，腺

腫11例について検討した。なお・バセドウ病7例，慢性

甲状腺炎5例を対照として用いた。スキャンニングは

201T1－CIlmCiを肘静脈より注入し，40分後に行な

った。また各組織への201Tl－C1のとりこみをみるた

めに手術時採取した材料中のnl　T　1－C1量をシンチレ

ー シ・ンカウンターを用いて計測した。

　成績：（1）甲状腺癌7例は全例陽性描画が得られた。

また転移リンパ節にも集積がみられた。その組織型は

乳頭腺癌6例，未分化癌1例であり，癌組織へのとり
こみ率は．癌／正常甲状腺比は5・03倍，癌／前頸筋比は

38。16倍，癌／血液比は41．67倍である。

（2）腺腫11例中5例（45．5％）に陽性描画が得られた。

その組織型は陽性例5例中2例が管状腺腫で，3例が
索状腺腫であり，陰性例はコロイド腺腫か，嚢胞であ

った。腺腫組織へのとりこみ率は，腺箆／正常甲状腺比

より管状腺腫は3．77倍，索状腺腫は5．67倍であり，コ

ロイド腺腫では1．59倍であった。

（3）パセドウ病は7例中7例（fOO％）陽性であり，慢性

甲状腺炎も5例中5例（100％）が陽性像を示した。

　まとめ：（1）2an　T　1－Cl使用による甲状腺シンチグラ

フイで癌の100％，腺腫の45．5％に陽性像が得られた。

また転移リンパ節にも主病巣と同程度のとりこみが見

られた。

（2）腺腫のなかでは，管状腺腫と索状腺腫にとりこみが

著明であり，コロイド腺腫および嚢胞にはとりこみが

少なかった。以上の成績からmiT1－Clシンチグラフ

イは甲状腺腫瘍の良性，悪性の鑑別には必ずしも役立

たないが，治療方針の決定に有力な情報を与えるもの

である。

102　　　201Tl－｛）hloride子宮腫瘍スキャンとその

集積機序について
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　われわれは、すでに昨年の本学会で201T1－chloride

が子宮良性、悪性腫瘍の陽性抽出に応用出来うること

を発表した。今回、各腫瘍例数を積み重ね、その診断

限界を病巣の大きさ、病理組織学的所見と集積機序に

ついて検討したので報告する。〈対象及び方法〉対象

は子宮筋腫43例、悪性腫瘍42例、胞状奇胎3例及び絨

毛上皮腫2例である。方法は特に前処置なく、eOIT1－cl

2mCiを静注し、その後MTに20分間収録し後のコン
ピュータ解析に用いた。スキャンはhigh　resolut　ion

Collimatorをつけたγ一Cameraによリポラロイド画像

を静注20分後に前面像及び後面像について撮像した。

結果の大きさの判定は術後摘出標本より短径を似って

表示した。また集積機序の検討UC　qqmTC　一アルブミン

による血流スキャンを施行し201T1と比較した。その

後コンピュータ解析にはScintipac　l200（シマズ社製）

を用いた。〈結果〉子宮良性腫瘍の筋腫例の腺筋腫、

平滑筋腫並に混合例は病巣の大きさが約5・om以上有し

ていればスキャンにより、ほぼ全例に判別可能であっ

た。現在までの体部癌の症例ではその大きさは10　cm以

上の短径を有しておりこれもまた全例陽性像を得た。

頸部癌では病巣が頸部に限局している場合は判別困難

であった。しかし病期の進行に従い体部癌とは異なる

辺緑不整の異常放射能像として認められた。病理組織

学的検討では腺筋腫並に体部癌（腺癌）に比較的充実

性の強い放射能を認めた。集積機序のコンピュータ解
析では201TlC1のaccumulat　ion（：urueにより血流が強

く関係していることを認めた。その成因の確認の為同

一
症例ac（qqm　TC　一アルブミンと20iT1　C　1スキャンを施

行した。筋腫例のMITICIスキャンで陽性部が201TC一

アルブミンでは陰性像を示した。コンピュータ解析で

はMITI＋は血流に一致し数回の循環により集積をしてい

た。一方qqm　TCは病巣の辺緑の血流の多い部位はそ

の輪郭が認められるが病巣には集積はなかった。この

ことより、201Tl　cl子宮腫瘍スキャンは静注後K＋ariabgy

が強く示唆され、Tlのアルカリ土金属の性質や病巣の

血管網pooli㎎像は否定的なようであった。〈結語＞

1）201T1子宮良性悪性腫瘍スキャンに非常に適してお

り画像としては67Ga　Cifrateよb病巣放射能が集積が

多い結果が得られた。2＞子宮病巣が約5・om以上ならば

スキャンは成立すると考えられた。3）腺筋腫や腺癌等

の例により多い集積が認められた。4）子宮腫瘍スキャ

ン集積機序はK＋とのanalogyによっていることが強く

示唆された。
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